
1作 月日及び担当部署

※以下は令和 7年 3月 31日 現在の内容です。

2 法人等の料要

3 役員数

4 職員数

出資―法人等経営状況報告書

)「

(単位 二人)

令和 7年 8月 26日 ,

代表取締役社長 中川 幹太
′

ロ プFパー ■ 市兼務 □・その他□ 常 勤   ■ 非常勤

新潟県上越市春日新田4丁目30番 1号

平成11年 2月 8日
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5 事業実績 (概要 )

【第 27期 (令和 6年度)の経営状況】
。第 27期の売上高は、艇置料売上が前期から 116千円減少したものの、揚降料の売上増加

及び給油・修理等の売上が増加したことから、前期と比較して 1,389千円増加 (1.7%の

増)の 82,269千円となりました。

・売上原価は、燃料費等の価格高緒により、前年比 1,020千円増加 (4.5%の増)の 23,759

千円となりました。

・販売費及び一般管理費は修繕費、備品消耗品費など経費の縮減に努めた一方、燃料費、

水道光熱費、保険料の増加のほか、作業員の給与や福利厚生費が増加したことにより、

前年比 395千円増力日 (0,7%の増)の 56,315千円となりました。

・結果、経常利益は 2,073千円、最終的な当期純利益は 483千円となり、23期連続での単

年度黒字を達成し、繰越利益剰余金は 52,517千円となりました。

【第 27期 (令和 6年度)の主な取組】
・前期に引き続き、船艇保管の契約を積極的に行い、利用者の確保に取り組んでまいりま

した。

・経費の節減に努め、支出の抑制に取り組みました。

【契約状況の推移】

(単位 :隻 )

・ 船艇保管の契約状況は、当期末現在では、前期末から3隻減の 216隻 となりました。

区分
第 25期

(令和 5年 3月 31日 )

第 26期

(令和 6年 3月 31日 )

第 27期

(令和 7年 3月 31日 )

上越市内 85 83 74

上越市内を除く県内 9 8 8

県外 126 128 134

合計 220 219 216
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第 27期

自 令和 6年 4月 1日

至 令和 7年 3月 31日

第 26期

自 令和 5年 4月 1日

至 令和 6年 3月 31日
項  目

第 25期

自 令和 4年 4月 1日

至 令和 5年 3月 31日

82,26980,930売上高 80,045

23,75922,739売上原価 22,155

58,51058,192売上総利益 57,890

56,31558,651 55,920販売費及び

一般管理費

2,1954,239 2,271営業利益

と,2991,640 1,591営業外収益

1,4211,284 1,475営業外費用

2,0732,387経常利益 4,595

00 0特別利益

00 0特別損失

2,0732,387税引前当期純利益 4,595

1,5901,206法人税等 1,744

4881,182

損
益
計
算
書

当期純利益 2,851

令和 7年 3月 31日 現在令和 6年 3月 31日 現在項  目 令和 5年 3月 31日現在

219,487216,014資 産 213,483

116,970113,979負 債 112,630

102,517102,034100,853

50,00050,00050,000

52,51752,03450,853

00

貸
借
対
照
表

純資産

0

6 財務状況 (税抜 )
千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計

算結果と一致しない場合があります。
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7 市からの財政支出等
(1)委託額 (税込)

修)財政援助額 (税込)

8 市以外からの補助金 E助成金等
伍)受給額 (税込)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

①

0 0 0計

00 400

400 0

① 補助金 (助成金)
エネルギー価格高騰

支援金
0

00 0② 貸付金

0 0③ 損失補償 0

00 0④ 債務保証

0 0⑤ その他 ( ) 0

00 400計

①

00 0計

9 今後の経営計画等
(1)次期事業計画

・第28期 (令和7年度)は、売上高83,660千円、経常利益2,200千円を目標 とし、第27期に引

き続き艇置料、揚降料、燃料代などの収入を適正に確保するとともに、経費の支出を極力

抑え、一層の経営健全化を図る。

(2)中長期経営計画

な し

4



10 令和7年度 経営状況の分析口評価
何)′ 第三セクターの経営状況の

′刀`析・評価のフローチヤート

※「第ニセクターに対する関与方針」から抜粋

↓いしヽえ

↓いヤヽえ

↓μヽいえ

|ま セヽ
→

イまい
→

`ま

い

外部専門家に見解を

求める

→

′債務超uに陥っている(又は、資本金の500/oを超
える累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあ
るか

3期連続の赤字であるか

法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあ
―る

か

引き続き経営努力を行う経営状況に問題 (課題)なし

法人め経営の持続可能性に懸念がある

ぞ
期綽利李げ

3響連続の単年度赤字Fあ 象髭貸命警果冦暫
性イ
|つ

ヤ`
下今`郡
専P耳

黙誹指渕新菰冦続長嶺忌藍舞損込がある

【特記事項】

特になし

→ BからD評価の法人は121点
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